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マレーシアについて

マレーシア短期留学を経験して

中野研究室 〇高橋祐吏,江原一司, 丸山貴之, 松久快生,山田夏暉

マレーシアの場所

首都:Kuala Lumpur(クアラルンプール)
人口:31,786,000人
面積:330,803 km2

マラヤ大学⇒マレーシアの最高学府
⇒アジア大学ランキング:24位
⇒学部数:16
⇒学生数(学部):13,990
⇒学生数(院生):11,484

派遣大学：University of Malaya(マラヤ大学)

派遣先について マラヤ大学について

派遣先でのプログラムについて

研究発表会について

http://flagpedia.asia/ja/malaysia

国旗

http://top10.sakura.ne.jp/Malaysia.html

ja.wikipedia.org/wiki/マラヤ大学#/media/File:Universiti_Malaya.jpg

https://cie.chiba-u.ac.jp/sase/studyabroad/info/135.html

設立:1949年 10月8日

1日目:クアラルンプール国際空港に到着
2日目:University of Malaya (UM) ツアー
3日目:研究発表会(WAERCE2018)
4日目:研究室交流
5日目:クアラルンプール観光
6日目:学生交流会
7日目:自由行動
8日目:帰国

https://ja.Wikipedia.org/wiki/クアラルンプール国際空港

研究発表会として国際学会(WAERCE2018)に参加および発表

発表方法:ショートプレゼン発表(3分)
ポスター発表(2時間)

UMツアーおよび研究室交流について
http://www.tourismmalaysia.or.jp/kihon/kihon_b.htm

マラヤ大学のFaiz先生にUM学内見学，および研究室見学を行った．

クアラルンプール市内観光

クアラルンプール市内の観光を行った．
観光名所:バトゥ洞窟

首相官邸
KLタワー(ペトロナスツインタワー）
etc…

WAERCE2018 中野先生の発表

ポスター発表

研究棟 マラヤ大学Faizl先生から静岡大学中野
先生への記念品贈呈

UM内庭園

バトゥ洞窟

首相官邸

セントラルマーケット

☆研究発表を行って
• 自分の研究を英語でアウトプットすることで英語が上達し，将来の国際化社会に向け良い準備ができた．
• マレーシアの最高学府であるマラヤ大学で研究発表を行うことで質の高いディスカッションを行った．
• 英語で発表を聞くことでリスニング能力が上達し，また普段とは異なった聞き方ができた．

☆国際交流を行って
• マレーシアの学生に観光地案内してもらうことで、より現地に根づいた伝統的な文化に触れることができた．

• マレーシアは主宗教がイスラム教であり，イスラム教の食文化，礼拝，服装などを体験する良い機会に
なった．

• マレーシアは多民族国家の国であり，様々な人が生活をしていた．

https://ja.wikipedia.org/wiki/

